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V.V.Ratkin(訳:石原舜三)

積したタｰビダイトからなるテレイソ.

Au1苦鉄質火山岩類に富むテレイソ.

B,Pb,Zn:大陸棚堆積物の付加体テレイソ.

以上の範囲壽に入らないテレイン解析で未区分の鉱

床に次のものがある.

プレｰト間に貫入する苦鉄質一超苦鉄質岩に関係

するク目ム鉄鉱,チタン鉄鉱,白金族元素鉱床.こ

れはシホテアリン,モソゴルｰ古オホｰツク,シベ

リア地塊などに分布する.白金鉱床としてはK㎝一

dyorが著名である.シホテアリンのものは白金は

少量であるが,斑れい岩や輝岩に含まれる燐灰石一

チタン鉄鉱鉱石は高品位で経済性がある一

またテレイソ解析の範曉に入らない今ひとつの鉱

床はHgである.これは大規模な広域的断層や日本

海盆の生成に関係した横ずれ断層沿いに産出するの

で深所起源と考えられる.

結論的に,Sn,Pb,Zn,Ag,Auなどは上部地殻

(15-20km)におけるマグマ活動,変質作用で生じ

たもので浅所起源であり,Cr,Ti,Pt族,Hgなど

は付加体岩類が関係しない下都地殻にその起源を持

つものである.
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カムチャッカ半島のカルデラ寸景

J･W･Hed㎝φs元1)

1.Ks皿da出カルデラ

カムチャッカ半島には多数のカルデラがある.

Ksudachカルデラは半島南部(51.8“)にあって,直径

18x22km,玄武岩および玄武岩質安山岩からなり,更

新世中期に生じた.中心都には1x1.7kmのS亡ube1ク

レｰタｰがあり,1907年3月15目の火砕岩噴火で生じ

た.上部左から右手へ多くの火山が見られるが,手前の

ピｰクはZje1tovsky火山である(SergeiFaz1u王1in提供).

2.Uzo巫カルデラ

Uzonカルデラは半島中部(54.5.N)にあって,直径

9×12km,カルデラ壁は200-800mの高さを持つ.そ

の火山活動は玄武岩一流紋岩質で,11万年前に始まり,

2万年前の氷河期に終了した.現在は南一北方向5km

に亘って熱水活動があり,写真のように蒸気と熱水変質

帯が見られる.深相水は中性pH{I型,地表水には一

部硫酸酸性水が見られ,地表土壌に日本の恐山のようだ

As-Sb-Hgが鉱染する.
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